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1.2 地磁気日変化(Sq: Geomagnetic solar daily quiet variation) 
[原因] 
1. 赤道域-中緯度 
    電離圏高度の中性風によって駆動さ
れる電離圏電流 
2．オーロラ帯・高緯度 












   太陽活動依存性＝太陽放射(UV/EUV)の11年周期性 
     季節依存性＝地球の自転軸の傾きの効果 
       地磁気永年変化＝磁場減尐による伝導度の増加 
○起電力(UxB)の変化 



























































Elias et al., JGR, 2010 



































  IUGONETで開発したメタデータ検索と解析ソフトを基に研究推進の効率 
(2) 解析手法の改良 
  地磁気静穏日の閾値の具体化(Kp指数の利用) 




    地磁気データ(1時間値、1900年以降のデータ)：京大WDC 
   地磁気指数(Kp指数、1932年-2010年) ：京大WDC 
   太陽F10.7フラックス(1947年-2010年) ：NGDC/NOAA 
   熱圏下部中性風(1日平均値) ：京大RISH 
2.2 地磁気静穏日とSq振幅の同定方法 
 ○地磁気静穏日： Kp指数の1日の最大値が4未満 
  ○ Sq振幅：1日の変化の最大と最小の差を1月平均値 




























































































































     半年周期変動が卓越 
2．中緯度・高緯度域 












































































 （F10.7⇔EUV Nonlinear relationship） 
































  1．10.5年周期以外の太陽活動の機構の理解 
         地磁気変動に現れる比較的短い太陽活動の原因を探る 
         →太陽研究者との議論 
             (この分野との連携しているIUGONET強み) 
    2．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 




    F10.7指数とSq場の振幅との周波数・コヒーレンス解析をSq場の振
幅とMLT領域の風速との相関解析を行う 
21 
6.今後の方針 
6.1 赤道ジェット電流と中性風との関係 
<九大SERC-京大RISH共同研究> 
阿部・新堀・池田・林・津田・湯元 
パムンプク上空の高度96kmの東西
風とYAPの赤道ジェット電流との相関
関係 
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6.今後の方針 
6.1 赤道ジェット電流と中性風との関係 
●赤道ジェット電流による地磁気H成
分の変化と熱圏下部領域の東西
風との間には、相関関係が存在 
  赤道ジェット電流の強度を決める
Cowling伝導度が中性風によるダ
イナモ電場によって変化する、つま
り不完全Cowling効果になる 
<九大SERC-京大RISH共同研究> 
阿部・新堀・池田・林・津田・湯元 
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